
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　道路データと音声案内フレーズが記録された記録手段と、自車の走行速度及び走行方位
に基づいて自車の現在位置を検出する現在位置演算手段と、上記記録手段から読み出され
た道路地図と上記現在位置演算手段により求められた現在位置とを表示する表示手段と、
現在位置から目的地までの経路を探索して上記表示手段に表示する経路探索手段と、

表示する経路案内手段とを備え、上記経路案内手段が、経路案内矢印情
報として左右２種類の矢印情報を保有し、自車と曲がるべき交差点との距離に応じた回転
を上記経路案内矢印に与えて表示する経路案内矢印表示手段を有する走行位置表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、自動車等の現在位置を地図と共に表示装置に表示する走行位置表示装置（ナビ
ゲーション装置）、特に、自車の現在位置から目的地までの経路探索を行い、経路上走行
中にビデオカメラ映像を取り入れた拡大図により経路を案内する走行位置表示装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
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前記
自車の現在位置の映像を取り込む前記自車に設置されたビデオカメラと、前記自車走行中
に上記経路探索手段で探索された経路を上記ビデオカメラで取り入れた映像の拡大映像に
案内矢印を重ねて



図４は従来の車載用の走行位置表示装置の概要を示している。
【０００３】
図４において、９は方位センサであり、自車の絶対走行方位を検出する地磁気センサ及び
自動車の走行方位を検出するジャイロが使用される。１０は車輪の回転数に応じたパルス
を発生する距離センサ、１１はブレーキスイッチ、パーキングスイッチなどのオン・オフ
信号、電源電圧監視用信号などの各種センサ信号である。１２はＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　
Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）レシーバであり、複数の衛星から送信される電
波を受信し、演算することにより受信点の位置（緯度、経度）を求めることができる。１
３はＣＤ－ＲＯＭドライブであり、地図データが記録されたＣＤ－ＲＯＭ１４から地図デ
ータを読み出す。１５は車室内に設置される表示・操作部であり、地図及び自動車の現在
走行位置、方位等を表示する液晶ディスプレイ１５Ａ、操作器具１５Ｂからなり、操作器
具１５Ｂには表示地図の拡大、縮小などを指示するためのスイッチ、経路探索を指示する
スイッチ、液晶ディスプレイ１５Ａに表示された地名の中から目的地を選択するスイッチ
などが具備されている。１６は装置本体であり、トランクルームなどに設置される。
【０００４】
装置本体１６の構成について説明すると、１７は各種の演算を行うＣＰＵ（中央演算装置
）、１８はＣＰＵ１７で行う各種演算のプログラムが記憶されたＲＯＭ（リードオンリー
メモリ）、１９は方位センサ９、距離センサ１０などのセンサ信号を処理するセンサ信号
処理部、２０は方位センサ９、距離センサ１０、ＧＰＳレシーバ１２、ＣＤ－ＲＯＭドラ
イブ１３等からのデータやＣＰＵ１７での演算結果等を記憶するメモリ（ＤＲＡＭ）、２
１は装置本体１６への電源供給が停止した際にも必要なデータを保持しておくためのバッ
クアップ用メモリ（ＳＲＡＭ）、２２は液晶ディスプレイ１５Ａに表示する文字、記号等
のパターンが記憶されたメモリ（漢字、フォントＲＯＭ）、２３は地図データや自車の現
在位置データ等に基づいて表示画面を形成するための画像プロセッサ、２４はＣＰＵ１７
から出力される地図データ、現在地データ及び漢字、フォントＲＯＭ２２から出力される
町名、道路名等の漢字、フォントを合成して液晶ディスプレイ１５Ａに表示する画像を記
憶するメモリ（ＶＲＡＭ）、２５はＶＲＡＭ２４の出力データを色信号に変換するための
ＲＧＢ変換回路であり、色信号はＲＧＢ変換回路２５から液晶ディスプレイ１５Ａに出力
される。２６は通信インタフェースである。２７は音声プロセッサであり、この音声プロ
セッサ２７はＣＰＵ１７の指令に基づき所定の音声メッセージを作成する。
【０００５】
２８は音声プロセッサ２７で作成された音声メッセージを出力するスピーカ、２９はビデ
オカメラであり、このビデオカメラ２９により取り込まれたビデオカメラ映像は、通信イ
ンタフェース２６を介してＣＰＵ１７で処理された後、液晶ディスプレイ１５Ａに表示さ
れる。
【０００６】
以上の構成において、以下、その動作について説明する。
方位センサ９の出力及び距離センサ１０の出力がセンサ信号処理部１９を介してＣＰＵ１
７に送られる。ＣＰＵ１７では自車の現在位置の演算が行われ、現在位置の緯度、経度が
求められる。また。ＣＰＵ１７ではＧＰＳレシーバ１２からのデータに基づき、自車の現
在位置の補正が行われる。このようにして求められた現在位置に基づき、現在位置に対応
する地図データがＣＤ－ＲＯＭドライブ１３によってＣＤ－ＲＯＭ１４から読み出され、
この地図データがＣＰＵ１７により通信インタフェース２６を介してメモリ（ＤＲＡＭ）
２０に格納される。
【０００７】
ＤＲＡＭ２０に格納された地図データの一部分はＣＵＰ１７により読み出され、画像プロ
セッサ２３で画像データに変換され、画像メモリ（ＶＲＡＭ）２４に書き込まれる。ＶＲ
ＡＭ２４に格納された画像データはＲＧＢ変換回路２５で色信号に変換され、液晶ディス
プレイ１５Ａに送られ、現在位置を中心として所定範囲の地図が表示される。また、ＤＲ
ＡＭ２０から読み出された地図データに文字コード、記号コードが含まれていると、これ
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らの文字コード、記号コードに対応するパターンが漢字、フォントＲＯＭ２２から読み出
され、液晶ディスプレイ１５Ａに地図と共に地名などの文字、学校などの記号が表示され
る。また、自動車の走行に伴って、順次求められる走行速度、走行方位に基づき、液晶デ
ィスプレイ１５Ａに表示される現在位置が順次変更されていく。
【０００８】
次に、経路探索の動作について図５に示すフロー図、図６に示す情報概念図を参照しなが
ら説明する。
【０００９】
まず、図５に示すステップＳ１で目的地の設定が行われる。この目的地の設定は、例えば
、操作器具１５Ｂから目的地の住所をインプットすることにより、または液晶ディスプレ
イ１５Ａに表示されている地図上の地点を指定することにより行われる。ステップＳ２で
はＣＰＵ１７により経路探索を始めるか否か判定する。この判定は表示装置操作器具１５
Ｂにより経路探索開始情報が入力されたか否かで判定される。ステップＳ２で経路探索開
始情報が入力されたと判定されると、ステップＳ３に進み、経路探索が行われる。この経
路探索に際しては、表示画面に表示される地図上の地点に対してノードが設定され、地図
上の道路等に対してリンクが設定されており、このリンクそれぞれにリンクコストと呼ば
れる経路探索用情報が含まれている。
【００１０】
図６に示すように、出発地（現在位置ノード）Ｘから目的地ノードＹに至る総ての経路の
リンクコストを加算し、最もリンクコストが低い経路を選択するものであり、図６に示す
場合には、リンクＸ→ａ→ｃ→ｄ→ｆ→ｇ→Ｙのリンクコスト合計（１０＋５＋５＋５＋
５＋５＝３５）が最も小さくなるため、リンクＸ→ａ→ｃ→ｄ→ｆ→ｇ→Ｙを結ぶ経路が
選択される。そして、図５のステップＳ３で選択された経路が、ステップＳ４において、
液晶ディスクプレイ１５Ａの表示地図上に、例えば、赤色で表示される。
【００１１】
自車が液晶ディスプレイ１５Ａに表示された案内経路に沿って走行していく過程で、操作
器具１５Ｂにより選択された案内経路に含まれる交差点のうち、ある特定の交差点を自車
が通過する場合、その交差点付近の拡大図を用いることにより、より明確な経路案内を行
う。この拡大図は、自車現在位地付近のビデオカメラ映像を自車に設置されたビデオカメ
ラ２９より取り込んで用いており、液晶ディスプレイ１５Ａの表示画面上に上記ビデオカ
メラ映像による拡大図と自車の進行方向を示す矢印を重ねて表示することにより、経路案
内を実現する。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来例の構成では、曲がるべき交差点と自車との距離に応じて異なる
大きさを持つ複数の矢印情報をあらがじめ保有しておく必要がある。また、矢印表示の際
、曲がるべき交差点と自車との距離に応じて表示する矢印を選択し、自車の移動に伴って
表示矢印を更新する作業が必要である。従って、上記従来の経路案内手段では、保有すべ
き矢印情報が多量であり、表示する経路案内矢印の表示操作が複雑であり、更に、経路案
内矢印の更新が段階的であるという問題がある。
【００１３】
本発明は、上記のような従来の問題を解決するものであり、保有すべき矢印情報を削減し
、経路案内矢印の表示手続を容易にし、経路案内矢印の更新の連続性を高めることができ
るようにした走行位置表示装置を提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記目的を達成するために、経路探索手段で探索された経路を走行中に、特定
交差点において実行されるビデオカメラ映像による経路案内手段において、表示画面上に
表示される矢印を自車と曲がるべき交差点との距離に応じて回転させて表示することによ
り、左右２種類の矢印情報を保有するのみで実現するように構成したものである。
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【００１５】
これにより、保有すべき矢印情報を削減し、経路案内矢印の表示手続を容易にし、経路案
内矢印の更新の連続性を高めることを実現する走行位置表示装置が得られる。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の請求項１記載の発明は、道路データと音声案内フレーズが記録された記録手段
と、自車の走行速度及び走行方位に基づいて自車の現在位置を検出する現在位置演算手段
と、上記記録手段から読み出された道路地図と上記現在位置演算手段により求められた現
在位置とを表示する表示手段と、現在位置から目的地までの経路を探索して上記表示手段
に表示する経路探索手段と、前記

表示する経路案内手段とを備え、上記
経路案内手段が、経路案内矢印情報として左右２種類の矢印情報を保有し、自車と曲がる
べき交差点との距離に応じた回転を上記経路案内矢印に与えて表示する経路案内矢印表示
手段を有するものであり、左右２種類の矢印情報を保有するのみで経路案内を実現するこ
とができるという作用を有する。
【００１７】
以下、本発明の一実施の形態について、図１から図３を用いて説明する。
（実施の形態１）
本実施の形態における基本的構成については上記従来例と同様であり、経路案内手段の経
路案内矢印表示手段において上記従来例と異なるので、この点について説明する。
【００１８】
図１はビデオカメラ映像を用いた交差点における経路案内の一例を示している。図１にお
いて、案内交差点１は、拡大図の案内すべき交差点であるということが地図情報として含
まれていることを示している。経路案内矢印２は、上記経路探索によって表示画面上に表
示された自車の経路進行に当たって、一例として、図１に示した交差点において曲がるべ
き方向を示している。
【００１９】
以上のようにビデオカメラ映像上に表示される経路案内矢印２の表示手段について、図２
を用いて説明する。
【００２０】
図２は経路案内矢印の回転手段について示しており、回転軸３を中心として、自車と曲が
るべき交差点との距離に応じて矢印を回転するという作用を行うもので、液晶ディスプレ
イ１５Ａの表示画面上のビデオカメラ映像に適応する経路案内矢印２を作成している。基
本パターン２ａを曲がるべき交差点と自車との距離に合わせて回転した経路案内矢印の一
例を距離中２ａ１および距離大２ａ２として示している。
【００２１】
図３は保有すべき矢印情報の概念図で、左右２種類の矢印情報２ａ、２ｂを必要とするこ
とを示している。左矢印２ａの基本パターン（図２参照）、あるいは右矢印の基本パター
ン２ｂはビデオカメラ映像による拡大図経路案内を実現する曲がるべき交差点と自車との
距離範囲のうち、曲がるべき交差点と自車との距離が最も近づいた場合に表示され、上記
回転作用を与えない状態の経路案内矢印を基準にしている。
【００２２】
本発明の実施の形態によるビデオカメラ映像を用いた経路案内における経路案内矢印の表
示手段と、従来の経路案内手段の特性を比較し、（表１）に示している。
【００２３】
【表１】
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【００２４】
この（表１）から明らかなように、本発明の実施の形態によるビデオカメラ映像上に表示
する経路案内矢印２の表示手段は保有すべき矢印情報量の削減、経路案内矢印表示手段の
容易さ、自車の移動に伴う経路案内矢印２の更新の連続性の点において優れた効果が得ら
れる。
【００２５】
このように本発明の実施の形態によれば、ビデオカメラ映像による拡大図を用いた曲がる
べき交差点を案内する際に表示する経路案内矢印において、経路案内矢印の矢印情報を左
右２種類に限定し、曲がるべき交差点と自車との距離に応じた回転作用を経路案内矢印に
与えて表示するという動作を設けることにより、保有すべき矢印情報量の削減、経路案内
矢印表示手続の簡易さ、自車の移動に伴う経路案内矢印の変更の連続性の点において改善
することができる。
【００２６】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、自車走行中に経路探索手段で探索された経路をビデ
オカメラ映像を取り入れた拡大図に経路案内矢印を重ねて表示する経路案内手段において
、自車と曲がるべき交差点との距離に応じた回転を上記経路案内矢印に与えて表示する経
路案内矢印表示手段を設けることにより、保有すべき矢印情報量の削減、経路案内矢印表
示手続の簡易さ、自車の移動に伴う経路案内矢印の更新の連続性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態による走行位置表示装置の表示画面を示す表示図
【図２】同走行位置表示装置における経路案内矢印表示変更手段の動作説明のための動作
原理図
【図３】同走行位置表示装置における経路案内矢印情報の一例を示す情報概念図
【図４】従来の走行位置表示装置の概要を示すブロック図
【図５】同走行位置表示装置における経路探索動作説明用のフロー図
【図６】同走行位置表示装置におけるリンクコスト算出動作説明用の情報概念図
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【符号の説明】
１　案内交差点
２　経路案内矢印
３　経路案内矢印の回転軸
２ａ　経路案内矢印の基本パターン（左矢印）
２ｂ　経路案内矢印の基本パターン（右矢印）
２ａ１　経路案内矢印の回転後の図
２ａ２　経路案内矢印の回転後の図
９　方位センサ
１０　距離センサ
１１　センサ信号
１２　センサ信号処理部
１２　ＧＰＳレシーバ
１３　ＣＤ－ＲＯＭドライブ
１４　ＣＤ－ＲＯＭ
１５　表示・操査部
１５Ａ　液晶ディスプレイ
１５Ｂ　操作器具
１６　装置本体
１７　ＣＰＵ
１８　ＲＯＭ
１９　センサ信号処理部
２０　ＤＲＡＭ
２１　ＳＲＡＭ
２２　漢字、フォントＲＯＭ
２３　画像プロセッサ
２４　ＶＲＡＭ
２５　ＲＧＢ変換回路
２６　通信インタフェース
２７　音声プロセッサ
２８　スピーカ
２９　ビデオカメラ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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